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研究速報 消化器外科手術後の tumor necrosis factOrの変動

対象ならびに方法 i最近外科的侵襲に対する生体反

応として chemical mediatOr(CM)が注目されており,

今回,消 化器外科手術症例94例を対象 として術後の

CMの 変動と,術 後合併症との相関関係を検索した。

検索項目は phosphOlipase A2(PLA2)活性―Radio・

chemical法,顆 粒球エラスターゼ (PMNE)サ ン ド

イッチ法,thrOmbOxane B2(TXB2)~RIA法 ,6‐keto‐

prostaglandin F12(6、KF)一RIA法 , ロイコトリエン

B4 , C 4 , D 4R` I A法 ,インターロイキンlβ( I L‐lβ) R I A

法, t u l n o r  n e c r o s i s  f a c t o r ( T N F )―R I A法 ,お よび血

中 endOtoxin(ET)値 ―toxicolor(TC)法 とen_

dospecye(ES)法 , を演」定した。

成績 :術後合併症は14例で,multiple Organ failure

(MOF)発 生4/1は4例 であった.術後合併症発生Trlでは

TXB2や 血中 ET値 はともに高値を示した。一方,6‐KF

は術後合併症発生例のうち救命例では,術 後合併症の

ないものとほぼ同様に低値を示した。しかし,MOF 4

例甲卜adult respiratory distress syndrome(ARDS)

の 1例 を除き,肝 不全を伴った 3例 では6‐KFは 著 し

く高値を示し予後不良であった。今回特にサイトカイ

ンに注目し検索した結果,IL‐lβは術後合併症発生例

の早期に高値を示した。術後検出された TNF 4例 中

3例 (75%)に 術後合併症の発生を認め, うち 2例 の

血中 ET値 は40pg/ml以上を示した,TNF高 値frlの

1例を紹介する.

症例 !72歳,男 性,肝 硬変併存肝癌,前 区域切除,

術後 GOT 3,800U/Lと 増加し,血 清総ビリルビン値

も徐々に上昇,肝不全の像を塁した。ET値 は TC,ES

法ともに高値であり, しかも術後 3日 の TNFは 130

pg/mlと高値を示した。また TxB2/6‐KF比 も低値を

示し,われわれのIII型を呈した,PGEl投 与や集中管理

により肝不全より脱するとともに TNFの 低下ならび

に TxB2/6‐KF比 の上昇が認められた (Fig.).

考察 t種々の chemical mediatorが臓器障害に関
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Fig. 72y/o man. Hepatocellular carcinoma with
liver cirrhosis. Anterior segmentectomy was per.
formed

与していることが報告されており,われわれもTxB2/

6‐KF比 から I型 :両者 とも正常,II型 :TxB2の 増

加,III型:両者とも増加,IV型 :6‐KFの 増加の 4型 に

分け,III,IV型の予後が不良であることを報告してき

た1).本症T/1は術直後III型を呈したが,以後II型を維持

し回復した。最近 TNFが 注目されているが,臨床面で

の検出は非常に困難とされている。TNFが 増加した

3例中 14/11では TNFが 非常に高くかつ ET値 も高値

を示した。また術中よりPGEIを 投与していたために,

TNFが より高値を示さず急速に回復したのかり,あ る

いは臓器障害による一過性の反応の一つとして TNF

とET値 の関与が示唆された。さらにこの症4/1のごと

く,TNFが 臨床的に検出されることがまれなため報

告した。
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